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［
二
〇
一
七
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集　

日
本
思
想
史
学
会
創
立
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
一
回
：
対
立
と
調
和

第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン 

日
本
思
想
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

：

神�

道
に
お
け
る
女
性
観
の
形
成
─
日
本
思
想
史
の
問
題
と
し
て

─

小
平
　
美
香

1　

は
じ
め
に

　

明
治
初
年
に
始
ま
る
大
教
宣
布
で
は
、
神
職
や
僧
侶
ら
が
「
敬
神

愛
国
、
天
理
人
道
、
皇
上
奉
戴
・
朝
旨
遵
守
」
の
「
三
条
の
教
則
」

（
三
条
教
憲
）
に
基
づ
い
て
、
神
道
を
中
心
と
し
た
い
わ
ゆ
る
国
民
教

化
運
動
を
行
っ
た
。

　

こ
の
様
子
を
描
い
た
も
の
に
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
発
行

さ
れ
た
仮
名
垣
魯
文
『
三
則
教
の
捷ち

か

径み
ち

』
の
口
絵（

（
（

が
あ
る
。
神
社
の

神
前
で
直
垂
を
付
け
た
神
職
と
思
し
き
人
物
が
「
教
導
職
」
と
し
て

説
教
を
し
、
老
若
男
女
が
う
ち
揃
い
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
。
こ
の
絵

で
注
目
し
た
い
の
が
、
左
上
に
描
か
れ
た
竹
の
棒
で
あ
る
。

　

同
六
年
の
教
導
職
の
記
録（

（
（

に
は
、
祭
祀
儀
礼
に
つ
い
て
細
か
く
記

さ
れ
て
お
り
「
教
化
」
と
い
わ
れ
る
も
の
の
実
態
は
、
説
教
は
も
と

よ
り
儀
礼
の
も
つ
比
重
が
、
実
は
か
な
り
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。
説
教
講
席
を
設
け
る
手
順
に
は
、「
講
席
男
女
ヲ

分
ツ
べ
き
事
」
と
い
う
一
項
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
則
れ
ば
図

に
描
か
れ
た
竹
の
棒
は
、
男
女
の
席
を
分
け
る
対
応
で
あ
っ
た
こ
と

が
了
解
さ
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
男
女
別
と
い
う
思
考
や
行
動
様
式
は
、

明
治
時
代
の
国
民
教
化
の
中
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
代
の
日
常
生
活
で

の
自
然
な
ふ
る
ま
い
に
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
報
告
は
、「
日
本
思
想
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
従

い
、
東
ア
ジ
ア
の
思
想
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
律
令
国
家
形
成
と

共
に
神
祇
祭
祀
が
「
神
道
」
と
し
て
形
づ
く
ら
れ
て
い
く
過
程
に
ジ
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45　第三セッション�日本思想とジェンダー：神道における女性観の形成

2　

神
道
に
お
け
る
女
性
観
を
め
ぐ
っ
て

　
「
神
道
」
に
お
け
る
女
性
観
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
挙
げ

ら
れ
る
の
が
、
柳
田
国
男
の
「
妹
の
力
」
に
代
表
さ
れ
る
「
女
性
の

霊
力
」
と
い
う
概
念
で
あ
ろ
う
。
祭
祀
と
女
性
の
関
係
を
、
女
性
の

霊
能
や
神
秘
性
で
説
く
「
女
性
の
霊
力
」
は
「
文
学
」
を
は
じ
め

「
民
俗
学
」
や
「
女
性
史
」
の
分
野
で
説
か
れ
、
そ
の
後
そ
の
是
非

を
め
ぐ
っ
て
「
歴
史
学
」
や
「
民
俗
学
」
等
で
さ
ま
ざ
ま
に
議
論
さ

れ
て
き
た）

（
（

。

　

そ
の
一
方
で
女
性
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
祭
祀
儀
礼
の
存

在
や
、
聖
域
に
女
性
の
立
ち
入
り
を
禁
ず
る
な
ど
「
女
性
の
忌
避
」

と
い
う
現
象
も
あ
る
。
こ
の
「
女
性
の
霊
力
」
と
い
う
概
念
と
「
女

性
の
忌
避
」
と
い
う
現
象
は
、
一
見
対
立
す
る
よ
う
に
み
え
て
、
い

ず
れ
も
女
性
は
男
性
と
は
異
な
る
も
の
、
あ
る
い
は
女
性
の
特
殊
性

が
前
提
で
あ
り
、
根
底
に
あ
る
の
は
「
男
女
の
別
」
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
歴
史
を
遡
る
と
、
中
国
の
歴
史
書
に
は
「
男
女
の
別
無
い
」

三
世
紀
の
倭
国
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

其
俗
挙
事
行
来
、
有
所
云
為
、
輒
灼
骨
而
卜
、
以
占
吉
凶
。
先

告
所
卜
、
其
辞
如
令
亀
法
。
視
火
坼
占
兆
。
其
会
同
坐
起
、
父

子
・
男
女
無
別
。
人
性
嗜
酒
。
見
大
人
所
敬
、
但
搏
手
以
當
跪

拝）
（
（

。（『
三
国
志
』
倭
人
）

ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
加
え
、
現
代
社
会
に
も
つ
な
が
る
日
本
思
想
史

の
問
題
と
し
て
、「
神
道
」
に
お
け
る
女
性
観
の
形
成
に
つ
い
て
考

え
る
試
み
で
あ
る
。

仮名垣魯文『三則教の捷径』の口絵（明治六年七月刊。国立国会図書館デジタルコレ
クション）
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右
の
よ
う
な
三
世
紀
の
倭
人
の
「
会
同
」、
す
な
わ
ち
公
的
な
会

合
の
場
に
お
け
る
男
女
の
別
や
父
子
の
序
列
の
な
い
様
子
に
対
し
、

次
の
よ
う
に
『
礼
記
』
に
お
い
て
、
男
女
は
峻
別
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

3　
『
礼
記
』
に
お
け
る
男
女
の
別

男
女
有
別
、
然
後
父
子
親
、
父
子
親
然
後
義
生
。
義
生
然
後
礼

作
、
礼
作
然
後
万
物
安
。
無
別
無
義
、
禽
獣
之
道
也
。（「
郊
特

牲
」）

敬
慎
重
正
。
而
后
親
之
。
礼
之
大
体
。
而
所
以
成
男
女
之
別
。

而
立
夫
婦
之
義
也
。
男
女
有
別
。
而
后
夫
婦
有
義
。
夫
婦
有
義
。

而
后
父
子
有
親
。
父
子
有
親
而
后
君
臣
有
正
。
故
曰
。
昏
礼
者

礼
之
本
也
。（「
昏
儀
」）

化
不
時
則
不
生
、
男
女
無
弁
則
乱
升
。
天
地
之
情
也
。（「
楽

記
」）

礼
始
於
謹
夫
婦
。
為
宮
室
、
弁
外
内
。
男
子
居
外
。
女
子
居
内
、

深
宮
固
門
、
閽
寺
守
之
。
男
不
入
、
女
不
出
。（
中
略
）
少
事
長
、

賤
事
貴
、
咸
如
之
。（「
内
則
」）

男
不
言
内
、
女
不
言
外
。
非
祭
非
喪
、
不
相
授
器
。（
同
右
）

　

こ
れ
ら
の
記
事
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、『
礼
記（

（
（

』
で
は
父
子
、
夫

婦
に
お
け
る
「
男
女
の
別
」
や
男
女
の
領
域
と
し
て
の
「
内
」「
外
」

と
が
徹
底
し
て
別
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
『
礼
記
』
の
「
男
女

の
弁
別
」
の
記
述
は
、
単
に
男
女
を
区
別
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
が
天
地
や
陰
陽
の
別
と
も
対
応
し
た
儒
教
の
「
礼
」
の
思
想
に

つ
な
が
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
み
と
れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
次
の
よ
う
な
七
世
紀
の
遣
隋
使
を
通
じ
た
国
交
儀
礼
を

記
す
『
隋
書
』
を
読
み
合
わ
せ
て
み
る
と
、「
惟
新
」
を
果
た
し
た

「
礼
儀
の
国
」
と
し
て
の
隋
に
対
し
て
、「
礼
儀
」
を
知
ら
な
い
「
夷

人
」
の
倭
王
が
対
比
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
鮮
や
か
に
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。

倭
王
遣
小
徳
阿
輩
台
、
従
数
百
人
、
設
儀
仗
、
鳴
鼓
角
来
迎
。

（
中
略
）
其
王
與
清
相
見
、
大
悦
、
曰
、
我
聞
海
西
有
大
隋
、
礼

義
之
国
。
故
遣
朝
貢
。
我
夷
人
、
僻
在
海
隅
、
不
聞
礼
義
。
是

以
稽
留
境
内
、
不
即
相
見
。
今
故
清
道
飾
館
、
以
待
大
使
、
冀

聞
大
国
惟
新
之
化
。（『
隋
書
』
倭
国
）

　

こ
う
し
た
「
礼
」
に
関
わ
る
隋
と
倭
と
の
関
係
か
ら
推
測
す
る
と
、

三
世
紀
の
倭
の
会
同
に
お
け
る
「
男
女
無
別
」
の
記
述
は
、
な
に
よ

り
も
「
礼
」
を
重
視
す
る
文
明
国
と
し
て
の
中
国
か
ら
見
た
「
非
文

明
国
」
と
し
て
の
「
倭
国
」
の
あ
り
か
た
を
示
す
表
現
で
あ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。　
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4　

男
女
無
別
か
ら
男
女
有
別
へ

　

し
か
し
八
世
紀
末
の
桓
武
朝
に
な
る
と
、
男
女
の
別
に
関
わ
る

「
禁
制
」
が
太
政
官
符（

（
（

で
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
禁
制
に
は
、

公
私
の
会
集
に
お
い
て
男
女
の
混
沌
は
俗
を
破
り
風
を
損
な
う
も
の

で
あ
り
、
礼
典
に
お
け
る
「
彝い

倫り
ん

」
と
し
て
「
男
女
有
別
」
を
重
視

し
た
姿
勢
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に
畿
内
の
夜
祭
に
お
け
る
歌
舞
に
つ
い

て
は
、「
男
女
無
別
」「
上
下
失
序
」
は
法
に
違
い
、
俗
を
破
る
も
の

と
し
て
厳
し
く
取
り
締
ま
る
べ
き
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
の
古
代
女
性
史
に
お
け
る
女
官
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
古
代
日

本
の
律
令
官
僚
機
構
は
、
二
官
八
省
、
地
方
官
に
お
い
て
女
性
排
除

を
原
則
と
し
て
い
る
も
の
の
、
一
方
で
女
官
と
男
官
と
の
共
労
体
制

が
温
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
主
に
天
皇
の
身
体
守
護
の
神
々
「
八

神
」
を
祀
る
律
令
祭
祀
と
そ
の
祭
祀
を
専
ら
担
う
、「
御み

か

巫ん
な
ぎ」

と
い

う
官
の
女
性
神
職
た
ち
が
存
在
し
て
い
た
も
の
の
、「
御
巫
」
は
官

人
と
し
て
「
職
員
令
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た

「
御
巫
」
の
例
も
こ
れ
に
該
当
し
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
体
制
を
女
性

の
「
包
摂
」
と
み
な
し
、「
排
除
」
と
「
包
摂
」
と
い
う
対
立
す
る

理
念
が
一
つ
の
制
度
に
存
在
す
る
こ
と
は
日
本
の
律
令
官
僚
制
、
女

官
制
度
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

実
際
「
女
官
」
と
い
う
職
名
も
令
制
以
後
の
も
の
で
、
令
制
以
前

は
男
女
と
も
に
「
宮
人
」
と
称
さ
れ
て
い
た
の
が
、
八
世
紀
後
半
に

な
る
と
女
性
の
宮
人
は
男
性
と
区
別
が
な
さ
れ
「
女
官
」
と
称
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
次
第
に
男
女
の
区
別
が
徹
底
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
ま
た
五
位
以
上
の
位
階
を
勅
授
す
る
「
叙

位
」
の
儀
式
は
、
男
女
同
日
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
男
女
別

日
と
な
り
「
女
叙
位
」
と
称
す
る
女
性
だ
け
の
儀
式
が
創
設
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
変
化
は
い
ず
れ
も
八
世
紀
を
画
期
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

律
令
制
の
浸
透
と
共
に
、
儒
教
に
お
け
る
「
男
女
有
別
」
の
礼
の
思

想
が
祭
祀
儀
礼
に
も
定
着
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う（

（
（

。

　

ま
た
『
日
本
書
紀
』
景
行
天
皇
の
条
で
は
、
日
本
武
尊
に
よ
る
東

征
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

其
の
東
の
夷
は
、
識
性
暴
び
強
し
。
凌
犯
を
宗
と
為
す
。
村
に

長
無
く
、
邑
に
首
勿
し
。（
中
略
）
其
の
東
の
夷
の
中
に
、
蝦
夷

は
是
尤
だ
強
し
。
男
女
交
り
居
り
て
、
父
子
別
無
し
。
冬
は
穴

に
宿
ね
、
夏
は
樔
に
住
む
。
毛
を
衣
き
血
を
飲
み
、
昆
弟
相
疑

ふ（
（
（

。（『
日
本
書
紀
』
巻
第
七
、
景
行
天
皇
）

　

こ
の
よ
う
に
『
日
本
書
紀
』
に
は
、「
東
夷
」
に
つ
い
て
、
前
述

の
『
三
国
志
』
で
の
倭
人
に
対
す
る
表
現
さ
な
が
ら
、
蛮
族
の
習
俗

と
し
て
「
男
女
・
父
子
」
の
無
別
を
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
律
令

導
入
に
よ
る
「
男
女
の
弁
別
」
は
ま
た
、
当
時
の
日
本
の
文
明
開
化

を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。『
日
本
書
紀
』
冒
頭
、
混
沌

か
ら
天
と
地
が
別
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
世
の
始
ま
り
を
説
き
、
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国
生
み
神
生
み
を
行
う
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
を
陰
陽
の
象
徴
に
あ

て
は
め
「
陽
神
」「
陰
神
」
と
表
記
し
た
よ
う
に
、
神
道
の
女
性
観

は
「
男
女
有
別
」
を
原
則
と
す
る
「
礼
」
の
思
想
に
基
づ
い
た
儒
教

に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
受
容
が
確
認
で
き
る（

（1
（

。

　

統
一
国
家
形
成
に
あ
た
り
、
文
明
と
し
て
「
儒
教
」
を
は
じ
め

「
律
令
」
あ
る
い
は
「
漢
字
」
が
、
導
入
さ
れ
る
中
で
、『
礼
記
』
に

み
ら
れ
る
よ
う
な
男
女
を
別
け
る
原
理
・
原
則
の
影
響
を
う
け
、
さ

ら
に
仏
教
の
女
性
観
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
「
神
道
」
の
女
性
観
も

次
第
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

5　

前
近
代
に
お
け
る
祭
祀
儀
礼

　

一
方
で
、
八
世
紀
か
ら
十
世
紀
の
古
代
日
本
の
共
同
体
祭
祀
に
お

い
て
、
男
女
が
集
い
祭
祀
を
行
い
、
直
会
を
し
、
あ
る
い
は
男
女
が

共
に
祭
祀
に
参
列
す
る
姿
が
、
神
祇
令
や
『
風
土
記
』
な
ど
を
始
め

古
代
の
様
々
な
資
料
に
散
見
す
る
こ
と
は
、
歴
史
学
や
女
性
史
の
研

究
で
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
伊
勢
の
神
宮
に
お
け
る
古
記
録
、

九
世
紀
の
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
に
よ
る
と
、
式
年
遷
宮
の
「
遷

御
」
と
称
さ
れ
る
神
体
を
新
宮
に
遷
す
際
の
「
人
垣
」
の
列
は
、
禰

宜
、
物
忌
ら
の
ほ
か
、
男
女
同
数
の
各
三
十
人
の
人
々
で
構
成
さ
れ

て
い
る（

（1
（

。
こ
の
祭
儀
に
関
わ
っ
た
女
性
た
ち
は
、
装
束
の
内
訳
に
よ

る
と
「
物
忌
」
と
い
わ
れ
る
童
女
の
神
職
と
共
に
、
禰
宜
、
内
人
ら

在
地
神
職
の
妻
た
ち
で
あ
る
。
伊
勢
の
神
宮
と
い
う
国
家
的
な
律
令

祭
祀
の
場
で
、
最
も
神
体
に
近
づ
く
「
遷
御
」
と
い
う
重
要
な
祭
祀

儀
礼
へ
の
妻
た
ち
の
関
与
は
、
令
制
以
前
の
古
代
の
共
同
体
祭
祀
の

原
初
的
形
態
を
映
し
出
す
も
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

中
世
に
な
る
と
神
宮
で
は
、
神
職
の
妻
ら
に
よ
る
祭
祀
儀
礼
へ
の

関
わ
り
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。
し
か
し
奈
良
の
春
日
社
で
、「
神
楽

男
」
と
「
神
子
」
が
夫
婦
で
祈
禱
神
楽
を
担
っ
て
い
た
例
が
あ
る
よ

う
に
、
中
世
以
降
も
、
古
代
の
神
宮
に
み
ら
れ
た
令
制
以
前
の
男
女
、

す
な
わ
ち
夫
婦
や
親
子
に
よ
る
祭
祀
儀
礼
へ
の
関
与
の
事
例
は
、
諸

社
の
史
料
に
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

（1
（

。

　

律
令
や
儒
教
の
受
容
に
よ
っ
て
、
男
女
別
の
礼
の
思
想
が
浸
透
し

祭
祀
儀
礼
が
変
質
す
る
な
か
に
あ
っ
て
、
一
方
で
は
こ
の
よ
う
に
歴

史
的
に
男
女
が
共
に
関
わ
る
祭
祀
儀
礼
が
併
存
し
て
お
り
、
そ
の
こ

と
も
ま
た
、
神
道
の
女
性
観
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
側
面
と
し
て

指
摘
で
き
よ
う
。

6　

ま
と
め
─
近
代
以
降
の
男
女
有
別

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
公
布
さ
れ
た
「
学
制
」
で
は
男
女
皆

学
を
う
た
い
、
近
代
的
な
学
校
が
設
立
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の

な
か
で
、
文
部
省
は
同
年
、
官
立
の
「
女
学
校
」
を
設
立
、
近
代
的

な
女
子
教
育
が
始
ま
る
。
一
方
、
当
時
文
部
省
と
合
併
し
て
い
た
教
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部
省
で
も
、
国
民
教
化
の
拠
点
と
し
て
「
学
校
」
同
様
、
学
区
制
を

も
と
に
、
大
、
中
、
小
の
「
教
院
」
を
設
け
、
さ
ら
に
「
女
学
校
」

さ
な
が
ら
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、
女
性
教
導
職
の
拠
点
と
し
て

「
女
教
院
」
を
別
に
設
立
、
女
性
が
教
導
職
の
養
成
に
関
わ
り
、
教

化
活
動
と
し
て
の
説
教
、
祭
祀
儀
礼
を
行
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

女
性
教
導
職
に
よ
る
国
民
教
化
の
実
践
は
、
近
代
的
な
女
子
教
育

の
推
進
と
も
連
動
し
た
「
開
化
」
の
流
れ
の
一
端
と
み
え
る
が
、
こ

の
直
後
、
古
代
の
律
令
官
制
度
さ
な
が
ら
、
女
性
は
国
家
官
吏
た
る

神
官
と
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
結
論
が
下
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
ま
た

学
校
教
育
で
も
明
治
十
二
年
以
降
、「
男
女
別
学
」
が
基
本
と
な
り
、

双
方
と
も
戦
後
ま
で
そ
の
状
況
が
続
く
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、

近
代
に
お
け
る
教
化
・
教
育
に
も
「
男
女
別
」
と
い
う
儒
教
思
想
の

原
則
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

　

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）、
明
治
天
皇
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
教
学

の
根
本
方
針
で
あ
る
「
教
学
聖
旨
」
で
は
、
西
欧
文
化
に
対
し
て
、

儒
教
の
徳
目
は
「
国
典
」「
訓
典
」
に
組
み
込
ま
れ
「
祖
宗
・
祖
訓
」

の
伝
統
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
古
代
に
お
い
て
「
文
明
」
で
あ
っ
た

儒
教
思
想
は
、
明
治
の
文
明
開
化
に
あ
た
り
再
び
重
視
さ
れ
る
な
か

で
、
国
の
伝
統
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。

　

昭
和
初
期
の
男
女
別
学
の
状
況
の
も
と
「
男
女
共
学
」
を
主
張

し
た
小
泉
郁
子
は
「「
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
不
調
和
は
両
性
間
の
不
調

和
だ
」
と
い
ふ
事
は
必
ず
し
も
過
言
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
が
謳
わ
れ
る
現
代
で
、
な
お
両
性
の
調
和

を
模
索
す
る
と
す
れ
ば
、
日
常
生
活
の
ふ
る
ま
い
に
至
る
ま
で
私
た

ち
を
規
定
し
て
い
る
「
慣
例
」、
あ
る
い
は
「
伝
統
」
と
称
さ
れ
る

も
の
の
成
り
立
ち
を
ふ
ま
え
、
古
代
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
国

際
的
視
野
を
も
っ
て
新
し
い
秩
序
を
考
え
る
視
点
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
に
は
歴
史
学
の
み
な
ら
ず
歴
史
の
思
想
背
景
を
明
ら
か

に
し
て
き
た
日
本
思
想
史
と
い
う
学
問
の
蓄
積
が
生
か
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
。
一
方
、
日
本
思
想
史
に
と
っ
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
は
、

現
代
の
社
会
問
題
と
切
り
結
ぶ
領
域
を
さ
ら
に
大
き
く
広
げ
る
も
の

と
考
え
る
。

7　

報
告
に
対
し
て

　

以
上
の
報
告
に
対
し
て
、
当
日
の
討
論
で
は
、
女
性
の
教
育
と
教

化
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
、
ま
た
古
代
の
神
宮
を
は
じ
め

と
す
る
女
性
に
限
ら
れ
た
祭
祀
上
の
役
割
や
祭
祀
者
の
実
態
か
ら
、

改
め
て
「
女
性
の
霊
力
」
を
ど
う
と
ら
え
る
か
な
ど
、
今
後
の
研
究

に
重
要
な
ご
指
摘
や
問
題
提
起
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
フ
ロ
ア
か
ら

は
、
水
戸
藩
に
お
け
る
女
性
不
在
の
釈
奠
に
つ
い
て
貴
重
な
ご
教
示

が
あ
っ
た
。

　

近
年
、
日
本
思
想
史
研
究
の
課
題
や
論
点
と
し
て
、
女
性
の
活
動

を
加
え
た
視
点
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
と
の
接
続
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
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こ
う
し
た
動
向
も
踏
ま
え
つ
つ
、
前
近
代
に
お
け
る
儒
教
の
礼
制
受

容
と
儀
礼
の
日
本
化
を
は
じ
め
、
近
代
教
育
と
教
化
の
観
点
か
ら
、

神
道
の
女
性
観
の
形
成
と
そ
の
展
開
を
日
本
思
想
史
の
問
題
と
し
て

考
え
て
い
き
た
い
。

注
（
1
）	

仮
名
垣
魯
文
『
三
則
教
の
捷
径
』（
明
治
六
年
、
国
立
国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。　

（
2
）	

戸
田
忠
友
「
教
導
職
神
官
在
職
中
之
記
一
」（『
戸
田
家
文

書
』
二
〇
七
、
宇
都
宮
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
）
に
よ
る
。

（
3
）	

「
妹
の
力
」
に
関
す
る
研
究
史
は
、
佐
伯
順
子
「「
妹
の
力
」
と

日
本
型
「
女
性
性
」

─
そ
の
歴
史
性
と
汎
文
化
性
」（『
岩
波
講
座 

日
本
の
思
想
六
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
4
）	

『
三
国
志
』『
隋
書
』
原
文
は
藤
堂
明
保
他
訳
注
『
倭
国
伝

─

中
国
正
史
に
描
か
れ
た
日
本
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
）

に
よ
っ
た
。

（
5
）	

竹
内
照
夫
『
新
釈
漢
文
大
系 

礼
記
』
中
・
下
巻
（
明
治
書

院
、
一
九
七
七
年
、
一
九
七
九
年
）。

（
6
）	

太
政
官
符
「
禁
断
会
集
之
時
男
女
混
雑
事
」
延
暦
十
六
年
（
七

九
七
）
七
月
十
一
日
、「
禁
制
両
京
畿
内
夜
祭
歌
舞
事
」
延
暦
十
七

年
（
七
九
八
）
十
月
四
日
（『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
九
、
禁
制
事
）。

（
7
）	

女
官
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
伊
集
院
葉
子
「
女
性
の
「
排
除
」

と
「
包
摂
」

─
古
代
の
権
力
シ
ス
テ
ム
の
な
か
の
女
官
」（
総
合

女
性
史
学
会
編
『
女
性
官
僚
の
歴
史

─
古
代
女
官
か
ら
現
代
キ
ャ

リ
ア
ま
で
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、『
日
本
古
代
女
官
の
研

究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
8
）	

古
代
日
本
の
礼
と
儒
教
思
想
の
継
受
に
つ
い
て
は
、
西
本
昌

弘
『
日
本
古
代
儀
礼
成
立
史
の
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
九
七
年
）、

大
隅
清
陽
『
律
令
官
制
と
礼
秩
序
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
一
一
年
）、
大
津
透
「
律
令
と
天
皇
」（『
日
本
思
想
史
講
座
1
』

ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
二
年
）
等
を
参
照
。　

（
9
）	

坂
本
太
郎
他
校
注
『
日
本
書
紀 

上
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七

年
）
三
〇
一
頁
。

（
10
）	

儒
教
の
女
性
観
に
つ
い
て
論
じ
た
近
年
の
研
究
に
は
、
任
夢
渓

「『
礼
記
』
に
お
け
る
女
性
観

─
儒
教
的
女
子
教
育
の
起
点
」（『
文

化
交
渉
：
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
院
生
論
集
』
四
号
、
関
西
大
学
大

学
院
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
、
二
〇
一
五
年
）
等
が
あ
る
。

（
11
）	

「
新
宮
遷
奉
御
装
束
用
物
事
」（『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』、『
神
道

大
系 

神
宮
編
一
』
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
七
九
年
）
五
二
頁
。

（
12
）	

『
延
暦
儀
式
帳
』
か
ら
国
家
的
祭
祀
に
変
容
す
る
以
前
の
神
宮

に
お
け
る
女
性
と
祭
祀
の
関
わ
り
の
原
型
に
つ
い
て
検
討
し
た
主
な

研
究
と
し
て
、
義
江
明
子
『
古
代
の
日
本
女
性
と
祭
祀
』（
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
六
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
13
）	
紙
幅
の
関
係
か
ら
こ
う
し
た
具
体
例
の
史
料
を
列
挙
し
な
か
っ

た
が
、
詳
細
は
拙
著
『
女
性
神
職
の
近
代

─
神
祇
儀
礼
・
行
政

に
お
け
る
祭
祀
者
の
研
究
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年
）、「
神
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社
・
神
道
を
め
ぐ
る
女
性
た
ち
の
諸
相

─
祭
祀
儀
礼
と
国
民
教
化

を
中
心
に
」（『
立
教
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
年
報
』
十
八
号
、

立
教
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
い
た

だ
き
た
い
。

（
14
）	

「
女
教
院
」
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
国
民
教
化
政
策
と
女
教
院

─
復
古
と
開
化
を
め
ぐ
っ
て
」（『
人
文
』
十
号
、
学
習
院
大
学
人

文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
）、『
昭
憲
皇
太
后
か
ら
た
ど
る
近

代
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
四
年
）、「
神
社
・
神
道
を
め
ぐ
る
女

性
た
ち
の
諸
相
」（
前
掲
）
で
論
じ
た
。

（
15
）	

前
掲
『
女
性
神
職
の
近
代
』。

（
16
）	

小
泉
郁
子
「
明
日
の
女
性
教
育
」（
五
味
百
合
子
監
修
『
近
代

婦
人
問
題
名
著
選
集 

社
会
問
題
編
一
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一

九
八
三
年
）
一
〇
〇
頁
。
男
女
共
学
論
史
に
つ
い
て
は
、
小
稲
絵
梨

奈
「
日
本
に
お
け
る
男
女
共
学
論
の
歴
史
と
背
景

─
小
泉
郁
子
の

思
想
」（『
武
庫
川
女
子
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
論
集
』
七
、
二

〇
一
二
年
）
参
照
。

（
17
）	

吉
田
一
彦
「
女
性
と
仏
教
」（『
日
本
思
想
史
講
座
1
』
ぺ
り
か

ん
社
、
二
〇
一
二
年
）、
川
村
邦
光
「
性
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

─
方
法

と
し
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
」（『
日
本
思
想
史
講
座
5
』
ぺ
り
か

ん
社
）、
永
岡
崇
「
民
衆
宗
教
研
究
の
現
在

─
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
解

体
に
向
き
合
う
」（『
日
本
思
想
史
学
』
四
九
号
、
日
本
思
想
史
学

会
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
、
近
年
の
日
本
思
想
史
研
究
の
中
で
、
こ

う
し
た
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

  �

（
学
習
院
大
学
非
常
勤
講
師
）
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